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第８回ふるさとまなび～隊：「凧揚げをしよう！」（参加者12

名）

２種類の凧を作り、凧揚げを行った。

自分で作った凧を楽しそうに揚げる子どもたちの姿が見られた。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

概ね順調に実施できていると思う。R２年度は感染症対策で内容を変更したが、密にならない活動を改めて検討す

ることで、活動内容がマンネリにならず、新たな活動ができている。ただ、新型コロナの影響で、人数制限が必

要であり、多くの児童に体験させられないことなど、感染症対策が課題である。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

・青少年の生きる力を育むうえで、自然体験をはじめ文化・芸術などに直接触れる体験的な学習活動等の重要性

が高まっている。そういった意味から、当事業を展開していくことは非常に有意義であると感じる。青少年の健

全育成の一助としたい。

・今後の課題は、多くの児童に当事業を知ってもらい、参加メンバーが固定化することがないよう広報活動等含

め工夫していきたい。

2021年度方向性

R３年度も引き続き、感染症対策を講じながら、例年どおり実施していく。今年度は、学校教育課と連携を図りな

がら、しおさい留学生の参加を視野に入れ、地元の児童はもちろんのこと、留学生が、一緒に種子島を満喫し学

ぶことができる内容にする。ただし、新型コロナの感染状況を見ながら、感染が拡大した場合は、中止や変更も

ありうる。

事業の意図
様々な体験活動を通して、ふるさとの自然や文化などを学び、また異年齢で交流することで豊かな人間関

係や規範意識、社会性を養う。

事業の実績

と

成果

取組内容

R２年度は、新型コロナの影響で、中止や内容変更を余儀なくされた。R２年度全９回を計画し、新型コロ

ナや天候不良により、３回中止で、最終的に6回実施となった。（川遊び、考古学体験、遠行、野外炊飯

体験、凧揚げ、ニュースポーツ）

成　果

新型コロナの影響により、定員を減らして募集したことから、例年より大幅に少ない参加者数となった。

しかしながら、コロナ禍においても体験活動に対する意欲がある児童が多く、参加者が固定されている感

は否めないが、保護者から高評価をいただいており、本事業の需要は大きい。学校も違う、異年齢集団で

の活動であるが、隊員一人ひとりが積極的にコミュニケーションを取ろうとする動きがでている。

事業名 ふるさとまなび～隊開催事業 総事業費 20 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会教育の充実

基本事業名 青少年の健全育成
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長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会教育の充実

基本事業名 青少年の健全育成

事業名 長浜市少年スポーツ交流事業 総事業費 0 千円

事業の意図 両市のスポーツ交流を通じて信頼と友情を築き、青少年が豊かな心身を育むことができる。

事業の実績

と

成果

取組内容 新型コロナウイルス感染症の影響により来年度に延期。

成　果 新型コロナウイルス感染症の影響により来年度に延期。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

年々参加者が少なくなってきており、交流事業内容等を検討したい。コロナ渦の中、島外への参加事業のため十

分に協議を重ね取組たい。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

・青少年の健全育成には体験型活動が必要不可欠である。当事業は友好都市をきっかけに長い歴史があり、お互

いの異年齢集団が、お互いの異文化にふれることで貴重な体験を通しながら親交を深めてきている。たいへん有

意義な事業である。

・今後の課題は、当事業の目的を多くの子どもたちに広げ理解してもらい、参加者の固定化をなくす工夫をして

いきたい。

2021年度方向性 ・昨年度コロナの影響で延期となったため、本年度は長浜市を訪問する。

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明


